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研究目的 
（100 字以内） 

 本研究では、カロリー制限下でマウスに大腸炎を発症させ、その

病態の解析と疾患改善の制御メカニズムを明らかにし、食事制限

による免疫系を介した炎症性腸疾患の予防法を確立することを目

的とする。 
研究内容・成果 
（200 字以内） 

カロリー制限下で DSS を飲水させ大腸炎を発症させたところ、

体重減少が有意に抑制し、大腸炎の病態が改善すること、また大腸

における免疫細胞の浸潤、炎症性サイトカインおよびケモカイン

の mRNA 発現が有意に減少することを見出した。従って、適切な

食事の制限は、大腸炎において、ケモカイン産生を介した免疫細胞

の浸潤や炎症性サイトカイン産生を抑制することにより、病態を

軽減する作用効果を示すことが期待される。 
成果 【学会報告】 
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